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途中でそれ等砂要求に応じて印刷して行きます・Plotし

たものが直ちに印刷にかけられるのです．この様にして

Plotされた地上天気図を航空会社の技術者は約束の時．

間に受取って解析を行います．その外500MおMap，

航空路に沿う地点の断熱図，必要に応じて700MB，850

MB　Mapを作製します，すべての基礎的解析図が出来

上ってから，乗員が必要とする断面図の作製にとりかか

ります．以上の様な仕事を実施するのに原則的には一人

で行いますが，次から次へ飛行機の発着の繁しい場合に

は，もう一人が援助する構成になっています．，援助者は

実はこの様なshiftに入っている人ではなくて全技術者

の指導の立場にある人です．日本流に申せぱ技師長とで

もいうべき人でしょう．この人は随時出勤してshiftの

運行や庶務的な事をも処理したりします．

　航空路の天気に精通する

気象技術者は機会のある時は，よく同乗して会社の空

路に親しみ，その高所的現象に精通する様心がけており

ます．或時，突如発生したTomadoに，興味ある気象

技術者は直ちにmovieを抱えて現場へ飛行し貴重な記

録映画を撮って来ました．後日それを分析し，乗員に公

開し且つ学界へも発表した例もあります．

　第務としての気象、

　以上簡単ながら航空会社の気象課の内容につきまして

紹介しましたが，なお会社の運航の側から気象業務を観

てみたいと思います．

　航空，dispatch業務，気象業務の三者は同等の作業
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　由来気象変化の問題は一般人にと

っても大きな興味と関心がもたれて

いると同時に将来の気象を予測する

側からも我々の実生活にとってきわ

めて重要な関係をもっていることは

言うまでもない．ただ問題が今の処

かなり漢然としているにもかかわら

ず，非常に花やかな存在だけに気の

弱い者にとってはとかく手が出し難

く，特に地質時代や地質時代の古気

象学は未だに“最も危険なる科学”

の域を脱せず，相当の勇気と大阻さ

を必要とする．ここに多才の著者は

最近において歴史時代の気候変動の

方面に縦横の論陣を張られ，既に多
．くの成果を挙げられている．本書は

現在地人書館から刊行中の気象学講

座の第1回分として出版されたもの

で100頁足らずの小冊ではあるが著
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・として運航が成立していることはアメリカの航牢会社の

明示しているところであります．そしてこのヨ者は業務

遂行に当っては，相互の仕事を明確に理解する組織の下

に，常に協調的な態度で臨んでおります，勤務中の気象

技術者は定められた方法，手続によって，定められた地

域に亘って生ずる現象を決定するため解析図を作製しま

・す．そして将来の気象の変化及び大勢の予報を準備しま

す．更にこれらを基礎にして各飛行前乗員に示すための

“気i象図を準備します．又一方勤務中のflight　dispatむher

と現状及ぴ予報について検討します．又気i象課内の運営

はどうかというに，気象主席技術者は運航担当最高責任

者の支配下にあらて，気象業務の管理を行います・そし

て気象課の絶えざる進歩に努めることが第一で・そのた

めには新しい技術的秀法や実施については気象員を指導

します1又進歩上達するようにshiftを組み，作業の基

準を設けます，

　気象学会　　　　・　　　　　　　　・
　ここに申し上げるのはいわゆる大学関係め学術発表会

とは別の学会であります．会社，W・B・関係のものが月

に＿，二回集って発表会をやるものです・会憂にはやは

り大学教授が就き，司会もやります・例えぱLos　A距

－gelesでは箭述のNeiburgerが会長でその地域の者が

集り，講演者は一回一人で研究発表を行います・討論は

重に大学側の研究陣が活澄にやります．

　その他麟空会社の気象技術者の研究で航空界に貢献し

た者に対しては航空局から毎年500ドルが贈られること

になっています．

〈（榊くくノ順く！㌔（〈’）へ／）｛

老のこれまでの諸研究を骨子として

まとめられた，主として日本を対象

とした気象変化に関する好著であ

る．全巻5篇（L気候の温暖化，2・

北日本の気候変動，a太陽のウオル

フ黒点数，4．天明の飢鐘，天保の飢

饅，慶応・明治初年の飢饒，51若干

の気候変化資料）より成り，Lでは

現在までの諸家の考察を気候の温暖

化を中心として簡単に概観し・2・は

気候の変動が南日本に比べて北日本

の方が遥かに大ぎいとし宅主として

著者自身の研究を紹介し，3・は太陽

黒点とこれに関連したケッベンその

他の研究，4．は幕末から明治にかけ

ての飢饒を古記録によって調べ・太

陽黒点と関係づけて説明したもの，

5．は諸資料である．

　要するに本書は著者自身の研究を

中心とした気候変動論で多くの紙上

｝こ分散している成果を」括して眺め

　　　　へ（〉（Yへ一｝、
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　　　　　　　　　　（日航気象室）

　　　　　　　　　　　　　　（ノヘノベ　　　　　　　ヘぴ　ハノい
るには非常に便利である．しかし本

書はどこまでも講座の中のヂ冊であ

るから，むしろもっと広い視野から

全般にわたる諸説の紹介や論評を行、

われた方が読者の要望に副うもので

はなかったかとも思われる．叉薯者

は前々から気候変動の見地から日本

の歴史について新しい解釈を明らか』

にされており，たとえぱ平家の没落

や徳川幕府の崩壊などを気候異変に

、よって説明され，過ぎし日のハンチ

ントンをしのばせるものがあるが，

本書ではほとんどこれらに触れられ

ていないのも惜しい気がする．しか

し何分この程度の紙数では，あるい

はやむをえないことであり，仮に筆

者に執筆を課せられたと．しても似た

ような形になったかも知れなv、．

　いずれにしてもこの方面に好著を
加ええたことは斯学の進歩に品歩を

進めたものと言えよう。1“

　　　　　　　　（福井英一郎）
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